
＜一般委託＞

1 目      的 　よこすか市議会だより第41・42・43号の編集及び印刷

2 履行期間 　契約の日から令和４年１月31日

3 施行場所 　横須賀市議会及び別途指定する場所

4 業務内容 　別紙のとおり

5 特記事項 　別紙のとおり

6 関係法規

7 資格要件

　本業務履行については、下記の資格を有すること。
　平成27年4月1日以降に、国、地方公共団体（地方公共団体の受託業務として発注した指定管理者
を含む）又は特殊法人等が発注した「広報紙又は議会報」製作業務の契約を元請けとして締結し完
了した実績があること。

8 契約方法 　総価による業務委託契約（一般委託）

9 支払方法 　委託料の支払いは、各号納入後に精算払いとする。

10 その他事項   この仕様書に定めのない事項及び疑義を生じた場合は、別途協議するものとする。

11
監　督　員
連　絡　先

　横須賀市議会議会局議事課　046-822-8532

・この業務を施行するにあたって、仕様書でグリーン物品購入の指示がある場合は、横須賀市グリー
ン購入基本方針及び調達方針に基づく環境物品等を納入すること。また、仕様書で特に指示がない
場合で委託代金に物品等の購入経費が含まれている場合は、できるだけこの方針に基づく環境物品
等の調達をお願いします。
（上記方針については、本市のホームページ「よこすかのグリーン購入」参照）

・本市は、独自の環境マネジメントシステム（YES）により事務事業の環境負荷低減に努めているの
で、受託者においてもできる限り環境に配慮して業務を執行するようお願いします。

グリーン
物品購入

及び
環境配慮

関係

＜指示又は希望事項＞

よこすか市議会だより製作業務委託　　仕様書

  よこすか市議会だより製作業務委託に基づく内容は、本仕様書の定めるところによる。



「よこすか市議会だより」製作業務委託 仕様書 別紙 

 

 次の製作について、発注者・横須賀市を甲とし、受注業者を乙として以下の

とおり仕様を定める。 

 

１ 目  的 よこすか市議会だより製作 

 

２ 業  務 よこすか市議会だより第 41・42・43 号の編集及び印刷 

     ＊別添の「よこすか市議会だより第 39 号」を参照 

 

３ 規  格 

(ア) 版型 タブロイド版 

(イ) カラー（４色）印刷、植物を原料としたインクを使用すること 

使用する紙は以下のどちらかとすること 

・微塗工マットコート・Ｄ巻・51.5kg～53.0 ㎏ 

・中質紙・Ｄ巻・53.5ｋｇ 

(ウ) 頁数 ４頁 

(エ) 組型 原則として縦６段 

(オ) 活字の大きさと書体 原則 12 ポイントゴシック体またはこれに類する

書体とする 

(カ) 紙質 古紙が配合されていること 

     古紙配合率については契約後協議により決定する 

 

４ 予定数量 279,000 部（93,000 部×３回） 

 

５ 発 行 日 第 41 号 令和３年７月 

 第 42 号 令和３年 11 月 

       第 43 号 令和４年１月 

 

６ 契約期間  契約の日から令和４年１月 31 日まで 

 

７ 内  容 

(ア) 甲は乙に入稿データ（文字原稿、写真、グラフ、図表等）を電子データ

（Word、Excel、JPEG 等）で提供する。 

(イ) 乙は入稿データに基づき、紙面デザイン、レイアウト（文字・写真など

を各紙面にあわせて割り付ける）、イラスト等の作成、版下作成、校正、製



版、印刷、納品、最終原稿データの保存・提供をすること。 

(ウ) 乙は紙面作成に関する豊富な知識・技術を有する製作スタッフを起用し、

紙面の充実と編集作業の円滑な進行に努めること。 

(エ) 乙は甲の要請に基づき、各号の編集及び校正を協議する広報広聴会議等

に出席し、紙面デザイン、レイアウト等に関する助言を行うこと。 

(オ) 色校正については簡易色校正とし、４部提出すること。 

(カ) 印刷は甲が確認した最終の印刷原稿に基づいて行うこと。  

(キ) 編集スケジュール及び納入期限は、甲の作成するスケジュール案をもと

に協議のうえ決定することとする。 

(ク) 原稿等のデータの受け渡しは電子メールで行うものとし、乙が提供する

データ形式は PDF とする。 

 

・スケジュールについて 

市議会だよりは、定例議会単位で発行しており、各定例議会の最終日から約

１か月後に発行するものとします。 

＊別添の「よこすか市議会だより第 38 号編集スケジュール」を参照 

甲 乙 

乙へ記事データ入稿 甲へデータ送付 

（入稿から４営業日後） 

データ校正期間（甲と乙で複数回やりとり、５営業日） 

広報広聴会議開催 

 

広報広聴会議へ出席 

（会議結果による校正） 

乙へ文字校了連絡 甲から文字校了連絡 

乙から簡易色校正受領 甲へ簡易色校正送付 

（文字校了から３営業日後） 

乙へ校了連絡 印刷開始 

 （校了連絡から２営業日後・

発行日の２営業日前） 

指定場所へ納品（AM 中） 

発行 

・第 41 号  ６月中旬入稿、７月中旬納品予定 

・第 42 号  10 月上旬入稿、11 月上旬納品予定 

・第 43 号  12 月中旬入稿、１月下旬納品予定 

 

８ 製本加工及び梱包方法 

(ア) 製本加工は２ツ折り加工とする。 



(イ) 梱包は１梱包 1,000 部とする。 

 

９ 納  品 

(ア) 納品は紙面と電子データ（PDF）とする。 

(イ) 納品場所は別途甲の指定する場所（新聞折り込み業者、市議会議会局な

ど市外１カ所、市内２カ所）とする。 

(ウ) 各号の納入期限は発行日の２営業日前の午前中とし、詳細は協議のうえ

決定する。 

 

10 契約及び支払い方法 

(ア) 契約は総価契約とする。 

(イ) 支払いは各号納入後に精算払いとする。 

 

11 特記事項 

(ア) 甲は納品された市議会だよりを配布、譲渡、複製及び展示（ＨＰ上での

データ展示を含む）を行うことができる。その他の利用については両者協

議のうえ決定する。 

(イ) 甲が提供した文字原稿、写真、グラフ、図表等などは、編集作業終了後

速やかに返却すること。 

(ウ) 本仕様書の各条項に違反した場合、甲は、契約金額の一部または全部を

支払わず契約を解除すること、または乙に再印刷を行わせることができる。 

(エ) その他、本仕様書に定めのない事項並びに疑義が生じた場合は、両者は

速やかに協議を行うこととする。 

 

12 その他 

甲と乙の双方が合意し、本市議会において令和４年度予算が承認された場合、

令和４年４月１日から令和４年５月 31 日にまでの間に発行する第 44 号よこす

か市議会だよりの編集及び印刷について、本契約における発行１回あたりの額

と同一額で随意契約をする。 

なお、乙が当該契約を締結する意思がない場合については、令和４年２月 25

日までに通知すること。 

連絡先 横須賀市議会議会局 議事課 鈴木 

電話番号 ０４６－８２２－８５３２ 



No. 納品場所 郵便番号 所在地 電話番号

1 アドポート神奈川 243-0301 神奈川県愛甲郡愛川町角田501-1 046-284-5002 88,450 部

2 湘南カーゴ 238-0023 神奈川県横須賀市森崎1-18-19 046-837-1600 1,150 部

3 市議会議会局 238-8550 神奈川県横須賀市小川町11 046-822-8532 3,400 部

93,000 部

市議会だより納品場所・部数一覧（予定）

部数

合計



新型コロナウイルス感染症対策検討協議会において経過報告書をまとめ、

令和2年11月18日に市長に対し、市の政策に関して提言を行いました。（関連記事を3面に掲載）

令和2年11月30日に開設された

横須賀第2PCRセンター視察の様子

左から永井副委員長／渡辺副議長／上地市長／板橋議長／大野委員長

11
月
臨
時
議
会

　

　

11
月
９
日
に
臨
時
議
会
を
開
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る

補
正
予
算
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
補
正

予
算
の
内
容
は
、
新
た
な
P
C
R
セ
ン

タ
ー
の
運
営
費
助
成
、
検
査
を
希
望
さ
れ

る
高
齢
者
へ
の
検
査
費
用
の
助
成
、
市
内

診
療
所
な
ど
に
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
配
布

す
る
費
用
、
保
健
所
の
感
染
症
対
応
体
制

を
３
月
ま
で
維
持
す
る
た
め
の
経
費
を
増

額
す
る
も
の
で
、
議
論
の
結
果
、
賛
否
は

あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
補
正
予
算

議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
議
会

　

11
月
27
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で
の
期
間

で
12
月
定
例
議
会
を
開
き
ま
し
た
。
初
日

か
ら
２
日
間
に
渡
り
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
14
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
長
・
教

育
長
と
議
論
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。
（
関

連
記
事
を
３
面
に
掲
載
）

　

今
定
例
議
会
で
あ
げ
ら
れ
た
議
案
等
は

計
40
件
。
こ
の
う
ち
急
を
要
す
る
案
件
で

あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

や
職
員
給
与
を
減
額
す
る
議
案
３
件
は
先

行
し
て
11
月
30
日
の
一
般
質
問
後
に
審
議

し
、
可
決
。
ま
た
最
終
日
に
提
出
さ
れ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

で
き
る
体
制
を
整
え
る
た
め
の
追
加
議
案

等
も
あ
わ
せ
、
そ
の
他
の
議
案
等
も
最
終

日
の
本
会
議
で
全
て
可
決
し
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
５
件
は
議
員
提
出
議
案
で
あ
り
、

市
の
財
政
状
況
を
鑑
み
提
案
し
た
政
務
活

動
費
の
減
額
（
次
年
度
予
算
の
削
減
に
関

し
て
は
、
こ
の
他
に
も
視
察
旅
費
の
減

額
や
副
議
長
車
の
廃
止
等
も
行
い
ま
す
）
、

会
議
で
の
論
点
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め

市
長
等
へ
の
反
問
権
※
の
本
格
導
入
等

で
、
全
会
一
致
で
可
決
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
陳
情
審
査
９
件
も
、
議
案
と
同
様

に
各
委
員
会
に
て
詳
細
の
審
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
（
審
議
結
果
は
４
面
に
掲
載
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
追
加
補
正
予
算
を
審
議

新
規
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
就
航
に
関
連
す
る

近
隣
住
民
か
ら
の
陳
情
を
審
査

　

新
港
ふ
頭
の
新
規
フ
ェ

リ
ー
就
航
に
伴
い
、
近
隣
住

民
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
が

出
る
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、

対
策
に
つ
い
て
十
分
に
議
論

し
、
具
体
的
な
対
策
を
示
す

こ
と
を
求
め
る
陳
情
が
近
隣

住
民
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
市
か
ら

フ
ェ
リ
ー
就
航
に
当
た
っ
て

の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
田
中
副
市

長
、
み
な
と
振
興
部
長
及
び

関
係
課
長
か
ら
説
明
を
聴
取

し
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

交
通
量
調
査
、
騒
音
な
ど
の

近
隣
住
環
境
へ
の
影
響
配

慮
、
住
民
の
不
安
解
消
の
た

め
の
丁
寧
な
説
明
等
を
改
め

て
求
め
、
陳
情
に
つ
い
て
趣

旨
了
承
と
決
定
し
ま
し
た
。

主

な

質

疑

問

荷
捌
き
用
の
ト
レ
ー
ラ
ー

ヘ
ッ
ド
（
運
転
席
の
あ
る
部

分
）
と
シ
ャ
ー
シ
（
荷
物
を

載
せ
る
部
分
）
の
交
換
作
業

に
伴
う
騒
音
に
つ
い
て
、
調

査
し
た
の
か
。

答

フ
ェ
リ
ー
か
ら
出
る
騒
音

　

反
論
や
説
得
で
は
な
く
、

答
弁
者
が
質
問
の
背
景
ま

た
は
根
拠
な
ど
、
不
明
点

や
疑
義
の
あ
る
点
を
問
い

返
す
こ
と
で
、
論
点
・
争

点
を
明
確
に
し
、
議
論
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
本
会
議
及
び
委
員
会

に
お
い
て
市
長
等
に
付
与

す
る
も
の
で
す
。

は
船
自
体
の
音
、
車
路
の
音
、

シ
ャ
ー
シ
交
換
の
音
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
他
の
港
を
参

考
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

た
い
。

問

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

と
エ
ン
ジ
ン
音
、
排
気
ガ
ス

の
抑
制
に
つ
い
て
、
神
奈
川

県
の
条
例
が
あ
る
と
い
う
話

だ
が
、
具
体
的
に
は
、
看
板

を
つ
け
る
な
ど
す
る
の
か
。

そ
れ
と
も
運
転
手
に
注
意
喚

起
な
ど
を
行
う
の
か
。

答

ま
ず
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ア

イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
す

る
と
い
う
義
務
が
あ
る
と
い

う
の
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
と

駐
車
場
の
事
業
者
に
つ
い
て

も
、
周
知
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
義
務
が
あ
る

の
で
、
そ
こ
は
フ
ェ
リ
ー
会

社
で
し
っ
か
り
ド
ラ
イ
バ
ー

に
周
知
し
て
も
ら
う
。

問

新
港
を
出
発
し
東
京
・
横

浜
方
面
へ
向
か
う
車
は
、
国

道
16
号
線
と
接
す
る
小
川
町

交
差
点
を
右
折
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
こ
の
付
近
の
交
通

量
調
査
は
し
た
の
か
。

答

今
回
報
告
し
た
交
通
量
調

査
で
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

小
川
町
交
差
点
で
の
調
査
も

必
要
と
感
じ
る
の
で
、
追
加

し
た
い
。

問

ふ
頭
に
出
入
り
す
る
車
輌

と
交
通
動
線
が
重
な
る
市
救

急
医
療
セ
ン
タ
ー
の
混
雑
へ

の
対
応
に
お
い
て
、
隣
接
す

る
横
須
賀
交
通
安
全
協
会
と

駐
車
場
利
用
の
協
定
を
結
ぶ

な
ど
、
予
備
対
策
も
考
え
て

は
い
か
が
か
。

答

市
は
港
に
土
地
を
有
し
て

い
る
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と

を
考
え
対
応
し
た
い
。

問

交
通
誘
導
員
を
歩
道
に
配

置
し
路
上
駐
停
車
を
防
ぐ
と

あ
る
が
、
法
的
権
限
が
な
い
。

警
察
に
通
報
す
る
の
か
。

答

大
型
車
が
駐
停
車
し
な
い

よ
う
誘
導
し
、
従
わ
な
い
車

輌
が
あ
る
場
合
は
、
警
察
に

通
報
す
る
。

新港ふ頭内のトラック等の待機場のイメージ

※
反
問
権
と
は

よこすか市議会だより　☎046（822）9394［市議会事務局議事課］
pd-ccs@city.yokosuka.kanagawa.jp横須賀市議会 検 索

No.39
令和3年（2021年）

1月22日号

❖発行　横須賀市議会

❖編集　広報広聴会議



待合室

　

岩
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
集
会
室
兼
体
育
室
に
新

た
に
空
調
設
備
を
設
置
す
る

た
め
、
受
益
者
負
担
の
観
点

か
ら
使
用
料
を
改
定
す
る
議

案
が
出
さ
れ
審
査
し
ま
し
た
。

新
規
空
調
設
備
を
設
置
す
る
た
め

岩
戸
コ
ミ
セ
ン
の
料
金
を
改
定

主

な

質

疑

問

使
用
料
を
改
定
す
る
こ
と

で
空
調
設
置
に
か
か
っ
た
費

用
は
、
回
収
は
で
き
る
の
か
。

答

利
用
料
金
で
設
備
投
資
を

回
収
し
て
い
く
こ
と
は
、
難

し
い
。

問

今
後
の
見
直
し
の
機
会
に

適
正
な
利
用
料
金
の
設
定
に

つ
い
て
検
討
す
る
べ
き
。

答

利
用
状
況
な
ど
を
見
な
が

ら
、
ど
う
考
え
て
い
く
か
議

論
し
て
い
く
。

問

新
た
に
設
置
す
る
空
調
設

備
に
換
気
機
能
は
あ
る
か
。

走
水
水
源
地
を
都
市
公
園
化
し
、

芝
生
広
場
を
通
年
開
放

　

走
水
水
源
地
は
、
市
内
で

も
有
数
の
桜
の
名
所
と
し
て

知
ら
れ
、
上
下
水
道
局
が
桜

の
開
花
時
期
に
一
般
開
放
を

し
、
市
民
の
方
な
ど
が
花
見

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
桜
の
開
花
時
期
以

外
も
、
眼
下
に
海
が
広
が
る

良
好
な
景
観
な
ど
、
非
常
に

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
恵
ま
れ
て

お
り
、
新
た
な
賑
わ
い
の
中

心
拠
点
と
し
て
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
広
く
公
園
と
し
て

市
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
、

こ
の
水
源
地
を
上
下
水
道
局

か
ら
公
園
を
所
管
す
る
環
境

政
策
部
へ
移
管
し
て
都
市
公

園
と
し
て
管
理
す
る
と
い
う

報
告
が
あ
り
、
委
員
会
に

て
、
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

移
管
後
は
、
芝
生
広
場
を
通

年
開
放
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
湧
き
水
で
あ

る
「
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
水
」
は
、

公
園
の
施
設
と
し
て
引
き
続

き
無
償
で
提
供
す
る
と
の
こ

と
で
す
。

主

な

質

疑

問

ル
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点
で
も
あ
る

同
水
源
地
を
よ
り
多
く
の
観

光
客
に
周
知
す
る
方
策
に
つ

い
て
。

答

こ
こ
は
横
須
賀
水
道
の

発
祥
の
地
で
あ
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
今
後
所
管
す
る

部
局
と
連
携
し
な
が
ら
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
及
び
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え

る
た
め
に
、
夜
間
休
日
等
に

市
民
が
安
心
し
て
受
診
で
き

る
よ
う
、
救
急
医
療
セ
ン

タ
ー
の
駐
車
場
に
発
熱
者
の

「
振
り
分
け
外
来
」
を
設
置

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
補
正

予
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
を
受

診
す
る
発
熱
患
者
に
対
し
、

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
及
び

ウ
ォ
ー
ク
ス
ル
ー
方
式
に
よ

り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

抗
原
検
査
を
行
い
、
検
査
の

結
果
、
陰
性
者
に
は
救
急
医

療
セ
ン
タ
ー
で
、
陽
性
者
は

仮
設
診
察
室
で
診
療
を
行
う

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
濃
厚
接
触
者
等
に

対
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う

「
横
須
賀
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
」

は
、
検
査
時
間
が
平
日
・
土

曜
日
か
ら
夜
間
休
日
等
に
変

更
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
議
会
と
し
て
コ
ロ

ナ
対
策
、
医
療
体
制
の
強
化

に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

主

な

質

疑

問

振
り
分
け
外
来
の
前
に
受

付
で
体
調
確
認
等
を
行
う
の

か
。

答

体
調
の
確
認
を
行
っ
て
か

ら
振
り
分
け
外
来
へ
ご
案
内

夜
間
休
日
等
の
救
急
受
診
・
検
査
体
制
の
強
化

コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け
た
人
を

雇
用
す
る
臨
時
雇
用
対
策
事
業

す
る
。

問

コ
ロ
ナ
患
者
は
必
ず
し

も
発
熱
が
あ
る
わ
け
で
は
無

く
、
別
の
症
状
が
出
る
こ
と

も
あ
る
。
検
査
し
て
み
な
い

と
わ
か
ら
な
い
が
そ
の
場
合

の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答

基
本
的
に
は
患
者
の
自

己
申
告
と
な
る
部
分
が
あ

る
。
応
対
す
る
医
師
の
判

断
が
最
も
重
要
で
あ
る
が
、

患
者
ご
と
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

抗
原
検
査
を
受
け
た
方
は

ど
こ
で
検
査
結
果
を
待
つ
の

か
。

答

検
査
結
果
は
約
30
分
で
判

明
す
る
。
車
で
来
ら
れ
た
方

は
車
内
、
徒
歩
で
来
ら
れ
た

方
は
専
用
の
待
合
室
で
待
機

し
て
も
ら
う
。

問

徒
歩
の
場
合
は
専
用
の
待

合
室
と
い
う
こ
と
だ
が
広
さ

は
十
分
か
。

答

駐
車
場
に
設
置
す
る
プ
レ

ハ
ブ
に
待
合
室
を
設
け
る
。

一
定
の
広
さ
が
あ
り
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保

ち
つ
つ
運
営
し
て
い
く
。

ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
正
面
向
か
っ

て
右
側
の
駐
車
場
と
な
る
。

問

緊
急
を
要
す
る
方
や
高
熱

患
者
等
は
臨
時
駐
車
場
や
コ

イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
か
ら
の
移

動
さ
え
困
難
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
方
々
へ
の
配
慮
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で

来
ら
れ
る
方
に
対
し
て
は
一

定
の
理
解
を
求
め
た
い
。
原

則
と
し
て
、
臨
時
駐
車
場
及

び
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
の
使

用
と
し
た
い
が
、
移
動
が
困

難
な
方
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

は
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
内
に

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
対

で
の
検
討
に
至
っ
て
い
な
い
。

問

募
集
に
あ
た
っ
て
、
周
知

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
。

答

ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
し
、
募
集
要
項
を
各

公
共
施
設
に
配
架
し
た
が
、

当
初
は
申
込
が
少
な
か
っ
た

の
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
人

を
出
し
た
。

問

市
の
残
業
が
増
え
て
い
る

中
で
こ
う
い
っ
た
事
業
は
一

石
二
鳥
。
例
え
ば
報
道
機
関

へ
の
情
報
提
供
な
ど
、
よ
り

広
く
伝
わ
る
方
法
が
あ
る
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

答

広
報
に
つ
い
て
は
今
申
し

上
げ
た
通
り
だ
が
、
さ
ら
な

る
広
報
の
方
策
を
実
施
す
れ

ば
も
っ
と
応
募
者
が
増
え
た

と
思
う
。

　

本
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の

影

響

を

受

け

た

市

内

飲
食
業
を
対
象
に
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
等
移
動
販
売
の
導

入
準
備
や
手
法
を
伝
え
る

「
Y
O
K
O
S
U
K
A
モ
ビ
リ

テ
ィ
・
マ
ル
シ
ェ
事
業
」
で
あ

り
、
移
動
販
売
の
機
会
創
出
、

売
り
上
げ
向
上
、
販
路
拡
大

を
支
援
す
る
も
の
で
、
委
員

会
に
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主

な

質

疑

問

こ
れ
は
開
業
支
援
で
は
な

く
運
営
支
援
な
の
か
。

答

狙
い
は
飲
食
店
の
売
り
上

げ
減
少
を
補
う
こ
と
と
、
業

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
移
動
販
売
の

開
業
・
運
営
を
支
援

思
っ
て
い
る
。

問

基
本
的
に
は
市
内
の
事
業

者
が
対
象
だ
と
い
う
こ
と
を

明
確
に
し
て
ほ
し
い
。

答

本
事
業
は
市
内
事
業
者
の

業
態
転
換
を
促
す
事
業
。
市

内
の
事
業
者
を
対
象
に
進
め

た
い
。

態
転
換
を
促
す
側
面
が
あ

る
。
こ
れ
か
ら
起
業
さ
れ
る

方
が
い
き
な
り
飲
食
店
を
や

る
よ
り
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で

試
す
方
が
リ
ス
ク
が
少
な
い

と
い
う
部
分
も
あ
る
。

問

実
際
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で

開
業
す
る
と
な
れ
ば
、
費
用

が
か
か
る
。
市
・
県
に
は
支

援
は
な
か
っ
た
と
思
う
が
、

国
の
事
業
に
は
支
援
が
受
け

ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
負
担

が
少
な
く
事
業
を
開
始
で
き

る
よ
う
、
国
の
補
助
事
業
等

の
情
報
を
相
談
会
等
に
お
い

て
提
供
す
る
べ
き
。

答

ご
指
摘
の
通
り
、
相
談
会

等
で
説
明
で
き
る
よ
う
に
準

備
し
て
い
き
た
い
。

問

３
月
に
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
市
内

の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
み
の
参

加
な
の
か
。

答

市
内
で
や
っ
て
い
る
事
業

者
を
対
象
に
実
施
し
た
い
と

答

建
物
の
特
性
上
、
換
気
機

能
が
付
い
た
機
種
は
設
置
で

き
な
い
。

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
換
気
を
徹
底
し
て
い
る
か
。

答

活
動
の
休
憩
時
間
に
出
入

口
を
開
放
し
、
定
期
的
に
換

気
を
行
う
よ
う
利
用
者
に
徹

底
し
て
い
く
。

応
し
た
い
。

問

配
慮
が
必
要
な
方
の
た
め

の
駐
車
場
は
何
台
く
ら
い
確

保
さ
れ
る
の
か
。

答

３
台
分
を
救
急
医
療
セ
ン

タ
ー
内
に
確
保
す
る
予
定
。

問

現
地
に
行
っ
て
迷
う
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
臨
時
駐
車

場
や
車
寄
せ
の
周
知
を
徹
底

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

車
が
集
中
し
た
と
き
に
緊
急

車
両
と
の
事
故
等
が
無
い
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

答

職
員
や
ガ
ー
ド
マ
ン
の
配

置
、
運
用
手
順
を
整
え
、
入

り
口
や
回
り
方
等
わ
か
る
よ

う
周
知
し
た
い
。

走水水源地の芝生広場に咲く桜 救急医療センター振り分け外来

同センター集会室兼体育室

岩戸コミュニティセンター

　

本
事
業
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に

よ
り
、
職
を
失
う
な
ど
経
済

状
況
が
悪
化
し
た
人
が
、
生

活
が
落
ち
着
く
ま
で
の
間
に

一
定
の
収
入
を
得
ら
れ
る
よ

う
、
市
で
会
計
年
度
任
用
職

員
と
し
て
雇
用
す
る
も
の
で

す
。
対
象
と
す
る
人
の
考
え

方
や
、
そ
の
告
知
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。主

な

質

疑

問

例
え
ば
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
は
、
雇
止
め
等
が
ス
ト

レ
ー
ト
に
家
計
に
影
響
す

る
。
学
生
や
ひ
と
り
親
を
優

先
雇
用
す
る
自
治
体
も
あ
る

が
、
本
市
は
ど
う
か
。

答

応
募
が
殺
到
す
る
状
況
で

は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
ま

問

隣
接
地
に
臨
時
駐
車
場
を

設
け
る
と
い
う
こ
と
だ
が
場

所
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。

答

休
業
中
の
よ
こ
す
か
ポ
ー
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　新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の発出、一斉休校の延長、経済

の落ち込みなど市民生活に重大な影響が生じている状況を踏まえ、時宜を

捉えた課題を協議するため、5月7日、「新型コロナウイルス感染症対策検討

協議会」（以下、コロナ協議会）を設置し、本市議会としてコロナ感染症に

かかわるあらゆる課題に積極的に取り組むべく高頻度で会議を開催し、協

議を行ってきました。

　現時点で今後のコロナ感染症拡大の状況は見通せるところではありませ

んが、本協議会における協議内容と成果、そして、検証結果を踏まえた本

協議会からの提言を「経過報告書」にとりまとめました。

　日本では以前から、犯罪に遭った被害者や家族・遺族・関係者の方々にとっ

て、その権利が守られることは少なかったという現状があります。

　例えば、被害者の方が相談に行っても相談窓口で待たされ続け、「分かる

者がおりません」という経験をしたり、高齢や小さい子どもを持つ被害者等

は相談にすら行けず、どんな支援を受けられるのかも分からないまま、支

援を求めても無駄だといったあきらめの気持ちを抱いていたりしました。

　しかし、長年にわたる多くの当事者の方々の努力によって、裁判におけ

る被害者参加制度の制定や裁判員制度が始まり、犯罪に遭われた方々の人

権に正面から向き合う状況が生まれてきました。

　そこで本市として、「犯罪被害者等基本条例検討協議会」を立ち上げ、被

害に遭われた方やその家族・遺族・関係者の方々にどのような支援が必要か、

また二次被害・再被害防止などの議論を行っています。長期にわたり途切

れることのない支援の手が差し伸べられ、すべての犯罪被害者の方などに

寄り添う社会、安全で安心な住みやすいまちづくりを目指すことを目的と

して、「犯罪被害者等基本条例」の制定に向け取り組んでいます。

「新型コロナウイルス感染症対策検討
協議会  経過報告書」をとりまとめました

犯罪被害者等基本条例検討協議会

12月定例議会　一般質問

加藤ゆうすけ

よこすか

未来会議

⑴ 高齢者のデジタルディバイド解消に向けた支援

⑵ 高齢者向けスマートフォン活用支援

⑶ 町内会館でモバイル端末活用方法を知れる機会づくり

⑷ オンライン会議アプリケーション活用支援

南まさみ

自由民主党

⑴ 未病改善策としての共生食堂について

⑵ 学校現場における職場環境の改善について

堀りょういち

よこすか

未来会議

⑴ 発達障害の早期発見・早期支援の重要性

⑵ 幼少期から成人期までの切れ目のない支援の実現

⑶ 発達障害のある子どもを持つ親への支援

藤野英明

⑴ 不妊・不育専門相談センターの体制強化と取組の充実を

⑵ 出生前検査と妊娠葛藤で妊婦を支援するNPOと連携を

⑶ 亡くなった赤ちゃんと家族に対するさらなる社会啓発を

⑷ 鉄道事業者へ人身事故の多い駅の再発防止を要請すべき

大村洋子

日本共産党

⑴「旧軍港市転換法」に対する認識と横須賀の将来像

⑵ 解体工事におけるアスベスト対応の現状課題

⑶ ジェンダー平等の観点からの「選択的夫婦別姓」の認識

⑷無線LAN使用で懸念される児童生徒への電磁波の影響

髙橋英昭

よこすか

未来会議

⑴ 職員の意識改革について

⑵ コミュニティ施策について

小幡沙央里

よこすか

未来会議

⑴ 本市における障害者雇用について 

⑵ 総合的な就労支援について

⑶ 多胎育児支援について

二見英一

公明党

⑴ マイナンバーカード交付の見直しと強化について

⑵ 行政文書の押印廃止について

⑶ デジタル・ミニマム社会の必要性について

⑷ コロナ禍で奮闘した職員に対する市長の思いについて

井坂 直

日本共産党

⑴ コロナ禍における原子力災害への対応について

⑵ 日米合同原子力防災訓練を中止した判断基準は何か

⑶ 在日米海軍関係者の入国時の水際対策について

⑷ 横須賀市の環境と脱炭素の取り組みについて

山本けんじゅ

自由民主党

⑴ 社会教育施設の在り方について

⑵ 本市の自衛隊員への応援について

青木哲正

自由民主党

⑴ 保健師の人材育成と職務分担について

⑵ 指定管理業務の分析と見直しについて

⑶ ファシリティマネジメント（FM）の推進について

⑷ FM推進のための市役所の全部局の業務協力について

小林伸行

⑴ 中学校の校則について

⑵ 中学校の謎ルールについて

⑶ 中学校の制服について

⑷ 地域自治組織と地域運営協議会について

竹岡 力

よこすか

未来会議

⑴ アルコール依存症のアウトリーチ支援について

⑵ ゲーム依存症の推計調査をすることについて

⑶ eスポーツ推進と同時のゲーム依存の危険周知について

⑷ 貸館施設の利用条件を緩和していくことについて

石山 満

公明党

⑴ 令和3年度の予算編成方針について

⑵ 第4次行政改革プランについて

⑶ 第3次及び第4次財政基本計画について

・新型コロナウイルス感染症に係る市の対策に対する確認及び要望

・新型コロナウイルス感染症に係る本市議会における対応の検討

・ 新型コロナウイルス感染症により大きな影響を受けた事業者や団体か

らの広聴を通じた課題の抽出

市の新型コロナウイルス対策に関して市長に提言

　コロナ協議会では、上記の項目をはじめとして、様々な視点から協議を

行ってきました。

　そして、これらの協議とあわせ、これまでの対応における課題・問題点

を分析し、より効果的な対策を講じておくことで、今後のさらなる感染拡

大に備えて万全な体制を整えるため、市の対策に対し検証を行い、その結

果等を踏まえ、令和2年11月18日に市長に対し、市民への適切な情報提供、

保健所等の対応状況についてなど、17項目の提言を行いました。

　引き続き、議会としてコロナ感染症対策に取り組んでまいります。

（経過報告書・提言はこちら⬇）

協議会における主な協議内容

発言通告の全文はこちら➡

新型コロナウイルス感染症対策検討協議会メンバー

後列左から　

二見英一／西郷宗範／

小幡沙央里／大村洋子／

小林伸行

前列左から

◎大野忠之／○永井真人

（◎＝委員長、○＝副委員長）

・県、市、警察、認定NPO法人の取り組み等についてのヒアリング

・犯罪被害者、ご遺族からのヒアリング（12月までに計5回）

・神奈川県立福祉大学教授からの専門意見のヒアリング（計2回）

・条文協議

協議会における主な協議内容
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令和２年11月臨時議会・12月定例議会　審議結果

※その他議案32件については、全会一致で可決または同意しました。詳細は市議会ホームページにも掲載しておりますので、ご覧ください。

※議長は、議事を取り仕切る立場から、採決には加わりません。

○＝賛成、×＝反対

2月18日（木）、3月1日（月）・17日（水）・23日（火）は予備日です（3月11日（木）・18日（木）は

午後予備日）。

※インターネットで中継もご覧になれます。（本会議は手話通訳も同時に行っています。）

※時間の記載がないものは10時開会。開会日時は変更される場合があります。

※傍聴のご案内など最新の状況は市議会HPか議事課でご確認ください。

　広報広聴会議も感

染症対策の取り組み

としてオンライン会議

を行い、市議会だより

第39号の編集をしま

した。市民の皆様が市

議会だよりを通じて議

会により関心を持って

いただけるよう委員一

同努めてまいります。

編 集 後 記

賛否が分かれた議案

会　　派 無会派
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由
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党
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12人 12人 7人 3人

令和2年度横須賀市一般会計補正予算（第8号） 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

職員の勤務時間、休暇等に関する条例中改正について 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

コミュニティセンター条例中改正について 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

都市公園条例中改正について 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

芸術劇場及びベイスクエア・パーキングの
指定管理者の指定期間の変更について

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

土地の取得について 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和2年度横須賀市一般会計補正予算（第10号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

職員給与条例等中改正について 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

人権擁護委員候補者の推薦について 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

令和3年3月定例議会の予定

開催日 会議名

2月15日（月）
議会運営委員会、本会議（14時）、

予算決算常任委員会（本会議終了後）

2月16日（火）
教育福祉常任委員会（予算決算分科会）

都市整備常任委員会（予算決算分科会）

2月17日（水）
総務常任委員会（予算決算分科会）

生活環境常任委員会（予算決算分科会）

2月19日（金） 予算決算理事会、予算決算常任委員会（11時）

2月22日（月） 議会運営委員会

2月24日（水） 本会議

2月25日（木） 本会議

2月26日（金） 本会議、予算決算常任委員会（本会議終了後）

3月 3日（水） 基本構想・基本計画策定特別委員会

3月 4日（木）
教育福祉常任委員会（予算決算分科会）

都市整備常任委員会（予算決算分科会）

3月 5日（金）
総務常任委員会（予算決算分科会）

生活環境常任委員会（予算決算分科会）

3月 8日（月）
教育福祉常任委員会（予算決算分科会）

都市整備常任委員会（予算決算分科会）

3月 9日（火）
総務常任委員会（予算決算分科会）

生活環境常任委員会（予算決算分科会）

3月10日（水）
教育福祉常任委員会（予算決算分科会）

都市整備常任委員会（予算決算分科会）

3月12日（金）
総務常任委員会（予算決算分科会）

生活環境常任委員会（予算決算分科会）

3月15日（月）
教育福祉常任委員会（予算決算分科会）

都市整備常任委員会（予算決算分科会）

3月16日（火）
総務常任委員会（予算決算分科会）

生活環境常任委員会（予算決算分科会）

3月22日（月） 予算決算理事会、予算決算常任委員会（11時）

3月24日（水） 議会運営委員会、本会議（14時）

陳情

「審査終了」とは、委員の意見が一致しないなど委員会としての結論が出せずに審査を終えた場

合を言います。

件　　名 結　果

最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書の提出

について
審査終了

安全・安心の医療・介護の実現及び国民のいのちと健康を守

ることについて
審査終了

思いやり予算の廃止を求める意見書の提出について 審査終了

親教育を目的とした「別居、離婚における子どもの権利保護」

の勉強会を開催し市民への周知及び浸透を図ることについて
趣旨不了承

横須賀市の小中学校における新型コロナウイルス感染症対策

について
趣旨不了承

新型コロナウイルスへの感染不安で学校に登校できない子ど

も達へのさらなる学習保障について
趣旨不了承

新規フェリー就航による市民生活への影響について 趣旨了承

国に対し私学助成の拡充を求める意見書の提出について 審査終了

県に対し私学助成の拡充を求める意見書の提出について 審査終了

会派所属議員名　令和２年12月14日現在

自 由 民 主 党 大野忠之　西郷宗範　青木哲正　青木秀介　田辺昭人
松岡和行　加藤眞道　渡辺光一　南まさみ　山本けんじゅ
田中洋次郎　大貫次郎

よこすか未来会議 伊関功滋　永井真人　小幡沙央里　加藤ゆうすけ　嘉山淳平
工藤昭四郎　髙橋英昭　竹岡 力　角井 基　長谷川 昇
葉山なおし　堀りょういち

公 明 党 板橋 衛（議長）　土田弘之宣　石山 満　関沢敏行
本石篤志　二見英一　川本 伸

日 本 共 産 党 大村洋子　ねぎしかずこ　井坂 直

編集：広報広聴会議（◎＝委員長、○＝副委員長）

画面左上から、山本けんじゅ／事務局／

ねぎしかずこ（代理）／堀りょういち／

○石山 満／大貫次郎／川本 伸／青木秀介／

髙橋英昭／加藤眞道／◎嘉山淳平　

小林伸行（当日欠席）
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よこすか市議会だより 第39号（4）令和3年（2021年）1月22日

「よこすか市議会だより」は 98,000部製作し、1部当たりの印刷経費は 5.3円です。 よこすか市議会だよりは、紙へのリサイクルに適した材料〔A ランク〕のみを用いて製作しています。



広報広聴会議等日程 備　考

8月20日 木 広報広聴会議開催
8月28日 金
8月29日 土
8月30日 日
8月31日 月
9月1日 火
9月2日 水

9月3日 木

9月4日 金
9月5日 土
9月6日 日

9月7日 月

9月8日 火
9月9日 水
9月10日 木
9月11日 金
9月12日 土
9月13日 日
9月14日 月
9月15日 火
9月16日 水
9月17日 木
9月18日 金
9月19日 土
9月20日 日
9月21日 月
9月22日 火
9月23日 水
9月24日 木
9月25日 金
9月26日 土
9月27日 日
9月28日 月 記事作成
9月29日 火
9月30日 水
10月1日 木 議案等記事提出日
10月2日 金
10月3日 土
10月4日 日
10月5日 月
10月6日 火 受託業者へ記事データ入稿
10月7日 水
10月8日 木
10月9日 金
10月10日 土
10月11日 日
10月12日 月 受託業者から初校PDF受領
10月13日 火
10月14日 水
10月15日 木
10月16日 金
10月17日 土
10月18日 日
10月19日 月
10月20日 火 広報広聴会議が20日の場合
10月21日 水
10月22日 木
10月23日 金
10月24日 土
10月25日 日
10月26日 月 文字校了
10月27日 火
10月28日 水
10月29日 木 受託業者から色校正受領
10月30日 金 受託業者へ校了連絡
10月31日 土
11月1日 日
11月2日 月
11月3日 火

11月4日 水
印刷完了
受託業者から折込業者へ納入（AM中）

11月5日 木
11月6日 金 発行日
11月7日 土
11月8日 日
11月9日 月
11月10日 火
11月11日 水
11月12日 木
11月13日 金
11月14日 土
11月15日 日
11月16日 月
11月17日 火
11月18日 水
11月19日 木
11月20日 金

会議日程等

議会運営委員会

本会議、予算決算常任
（予　備　日）

教育福祉常任（分科会）
都市整備常任（分科会）

（予　備　日）

よこすか市議会だより第38号編集スケジュール

（予　備　日）

総務常任（分科会）
生活環境常任（分科会）

（予　備　日）
基本構想・基本計画策定特別委員会

（予　備　日）
予決算理事会、予算決算常任

（予　備　日）
議会運営委員会

本会議、予算決算常任

（予　備　日）

予算決算分科会（教育福祉、都市整備）

予算決算分科会（総務、生活環境）
予算決算分科会（教育福祉、都市整備）

予算決算分科会（総務、生活環境）

（予　備　日）

予決算理事会、予算決算常任

（予　備　日）
議会運営委員会、本会議

予決算理事会
議会運営委員会

（休　刊　日）

受託業者と

校正PDFやりとり（複数回）


